
環境エネルギー材料研究拠点の活動 

数理物質融合科学センターワークショップ 
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鍋島　達弥 
（環境エネルギー材料研究拠点長） 
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物質変換材料研究部門 

独自の基礎研究を基盤とした革新的環境エネルギー材料の創出 
　<= オールジャパン「環境エネルギー材料コンソーシアム」の構築と牽引 

TIMS将来構想のコアと位置付け、重点研究センター設立時にTIMSと一体化。 

部門長(PI)：中村潤児教授 

1. ナノカーボンの反応性を物理・化学的に解明 
2. ナノカーボンに金属クラスターなどを担持し電子状態を
チューンしたコンポジットの作製 
3. 燃料電池や二酸化炭素の化学的変換のための新規触媒創成 
4. 実際の燃料電池に電極触媒を組み込んだ実用触媒の開発 

ナノカーボンの化学機能の解明と 
触媒材料への応用 

物性物理学の視点からエネルギー物質を 
深く掘り下げ、高効率エネルギー変換物質と 

高容量エネルギー貯蔵物質を創製 

逆問題研究推進室との協力によるデータ解析手法開発 

部門長(PI)：守友浩教授 
エネルギー変換・貯蔵部門 
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エネルギー変換・貯蔵物質部門 

三つの使命 
 

1.  【エネルギー科学の構築】基礎科学の視点で、エネルギー物質とエネル
ギープロセスを根源的かつ俯瞰的に理解する。 

2.  【エネルギーイノベーションの推進】エネルギー科学に根ざし、革新的エ
ネルギー物質の創成する。 

3.  【エネルギー科学国際拠点の構築】量子ビームの高度利用・等により、エ
ネルギー科学を牽引するとともに人材育成を行う。 

部門長：守友　浩（物理学域） 
構成員：西堀英治（物理学域） 
　　　　岡田　晋（物理学域） 
　　　　笠井秀隆（物理学域） 
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     Nano Lett (2009) 618
Nature Comm.(2012), Sci.Rep.(2014), 
Sci.Rep.(2015),  Science (2016)
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天然物や酵素などの機能性バイオ関連物質
の特性に着目したエネルギー変換やその応
用を検討する若手研究者リサーチグループ 
 
資源天然物化学、生命エネルギーに関わる
機能性物質の発見、バイオ関連非線形フォ
トニクス、電気化学バイオデバイスなどを
中心テーマとして取り組む。 
 
学内外の組織との共同研究を積極的に行う
ことでバイオ関連物質を利用した新しい機
能性物質・材料の創製を目指す。 
 
バイオエネルギー物質の作用機序の解明
（学理の構築）と、本拠点の二部門だけで
は実現が困難な、分野融合的な機能をもつ
エネルギー材料の創出に貢献する。 

バイオエネルギー研究チーム 
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基礎科学 
開発 
実用 

数理物質融合科学センター 
(2014設置) 
エネルギー物質科学の推進 

エネルギー開発研究センター 
(2016設置予定) 
産学連携の推進 �

��

新しいつくば連携（新生TIA）、産学官連携、国際連携 12 


